
対面授業 文　京キャンパス にて開講

〔前期〕

1 我が国の職業指導の歴史(1)
我が国の職業指導の経緯を 20 世紀初頭に遡り考察した
のち、職業紹介が果たす役割について議論をし学修を深
めます。

2 我が国の職業指導の歴史(2)
戦前・戦中の労働環境について考察したのち、現在の採
用形態の在り方について議論をし学修を深めます。

3 アメリカの職業指導の歴史
パーソンズの理論を出発点として、職業選択に対するカ
ウンセリングの３段階プロセスについて議論をし学修を
深めます。

4 職業指導にまつわる様々な理論(1)
ドナルド・Ｅ・スーパーの理論を理解したのち、各自の
ライフステージ、ライフロールについて議論をし学修を
深めます。

5 職業指導にまつわる様々な理論(2)
ジョン・Ｄ・クランボルツのプランドハップンスタンス
理論とセレンディピティについて議論をし学修を深めま
す。

6 職業指導にまつわる様々な理論(3)
心理学者であるジークムント・フロイト、アルフレッ
ド・アドラー、カール・グスタフ・ユングの立場からの
職業選択やキャリア形成の意味について考察したのち、
それぞれの共感すべき点について議論をし学修を深めま
す。

7 職業指導にまつわる様々な理論(4)
ジョン・Ｌ・ホランドの職業選択理論の概要を説明した
のち、職業レディネステストを体験し、自らの興味領域
と基礎的志向性について議論をし学修を深めます。

8 企業経営から見た職業指導の在り方(1)
経営と労働の効率性をキーワードにして、フレデリッ
ク・テーラーの科学的管理法について理解したのち、そ
の問題点は何か議論をし学修を深めます。

9 企業経営から見た職業指導の在り方(2)
前回の内容を受けてフォードシステムについて理解した
のち、人として働くことの意味について議論をし学修を
深めます。

10 企業経営から見た職業指導の在り方(3)
アンリ・ファヨールの経営管理論における管理原則を理
解したのち、フレデリック・テーラーやヘンリー・フォ
ードとの相違点について議論をし学修を深めます。

11 企業経営から見た職業指導の在り方(4)
エルトン・メイヨーの調査や実験について概要を理解し
たのち、人間らしく働く上で不可欠な要素は何か議論を
し学修を深めます。

12 企業経営から見た職業指導の在り方(5)
ダグラス・マグレガーのＸ理論・Ｙ理論、フレデリッ
ク・ハーズバーグの動機付け－衛生理論の概要を理解し
たのち、意欲をもって働くための解決策について議論を
し学修を深めます。

13 試験及びフィードバックとしての解説
我が国とアメリカの職業指導の歴史、職業指導にまつわ
る様々な理論、企業経営から見た職業指導の在り方につ
いて試験を行ったのち、そのフィードバックとして解説
を行います。

〔後期〕

1 キャリア教育(1)
「キャリア」、「キャリア発達」とは何か、さらには、キ
ャリア発達理論を通じた「キャリア教育」について理解
したのち、商業系の高校で進路指導する上での留意点に
ついて議論をし学修を深めます。

2 キャリア教育(2)
キャリア教育が必要になった背景について概要を理解し
たのち、社会人基礎力として求められる１２の能力要素
の優先順位を各自検討し、それらを持ち寄り議論をし学
修を深めます。

3 キャリア教育(3)
「令和の日本型学校教育」の構築を目指して、学校に求
められている姿とキャリア教育で育成すべき力の概要を
理解したのち、生きる力の学びのその先にあるものは何
か議論をし学修を深めます。

4 キャリア教育(4)
校種ごとのキャリア教育で育成すべき力を理解したの
ち、具体的にはどのような指導が求められるか議論をし
学修を深めます。

5 キャリア教育(5)
前回の議論をもとに各校種の具体的なキャリア教育の取
り組みを紹介して理解したのち、商業系の学校を例に３
年間を見通した職業指導の在り方について議論をし学修
を深めます。

6 キャリア教育(6)
高校生と保護者の進路に関する意識調査を概観したの
ち、進学指導を含めたどのような職業指導が求められて
いるか議論をし学修を深めます。

7 キャリア教育(7)
各種奨学金制度や「専門学校」について理解したのち、
商業科教員としてどのようなアドバイスが的確か議論を
し学修を深めます。

8 キャリア教育(8)
インターンシップの実施の現状について理解したのち、
インターンシップにまつわる問題点について議論をし学
修を深めます。

9 労働を取り巻く環境(1)　
職業指導に不可欠な統計上の用語、さらには日本標準産
業分類や日本標準職業分類について理解したのち、自ら
の適性を踏まえた業種や職種について議論をし学修を深
めます。

10 労働を取り巻く環境(2)　
雇用・失業情勢、労働時間・賃金の動向等を理解したの
ち、COVID-19 の感染拡大が及ぼした影響について議論
をし学修を深めます。

11 職業指導と労働に関する法(1)
労働基準法の概要とその規定について理解したのち、商
業系の高校で職業指導する際の留意点は何か議論をし
学修を深めます。

12 職業指導と労働に関する法(2)
引き続き、労働基準法の規定について理解したのち、性
別を問わない育児と仕事の在り方、働き方について議論
をし学修を深めます。

13 試験及びフィードバックとしての解説
キャリア教育、労働を取り巻く環境、労働に関する法に
ついて試験を行ったのち、そのフィードバックとして解
説を行います。
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■授業の目的及び到達目標
本授業は、企業経営の側面から捉えた職業指導の歴史や理論を考察し、今日に至るキャリア教育の在り方、労働環境の
現状や諸問題の理解を深め、商業科教員として役立つ体系的な知識の修得を目的とします。さらには、将来商業科教員
として、生徒理解の上に職業指導を行えるようになることを到達目標とします。
■授業計画

■授業の方法
本授業では、知識として伝えるべき内容については講義形式としますが、その際でも質問を通じて受講生に意見を求め、
双方向の授業展開をします。また、その講義内容を受けて受講生間で討議をし、振り返りの時間を設けて学んだことを
整理してもらいます。
■予習・復習
予習は配付した資料を読み込み、重要箇所をマークするなどの準備をしてください。復習は、知識を定着させるための
振り返りの学修を重視するとともに、毎回の講義の要旨をまとめてください。
■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
成績評価は授業貢献度 50％、学期試験 50％の割合で評価します。なお、授業貢献度は討議、振り返り等により評価しま
す。学期試験は各期の学修内容から出題します。フィードバックは、試験終了後の授業を通して行います。
■教科書・参考書
参考書：「キャリア・コンサルティング　理論と実際　６訂版」木村　周　一般社団法人雇用問題研究会（2022）、「中学
校・高等学校キャリア教育の手引き」文部科学省（2023）、「労働経済白書」厚生労働省（2023）　ほか
■関連する科目
本講座は、商業科教員免許状取得のための必修科目です。他の教職課程の科目同様、確実な修得を望みます。
■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
埼玉県の公立高校で、29 年間にわたり教員を務めました。


